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松
山
市
湯
山
地
区
は
、
粘
土
質
の
赤
土
が
筍
栽
培
に
適
し
て
い
る

こ
と
か
ら
県
内
有
数
の
産
地
で
、「
湯
山
た
け
の
こ
」
と
し
て
人
気

が
あ
り
ま
す
。
今
年
も
、
筍
の
出
荷
シ
ー
ズ
ン
本
番
を
迎
え
、
Ｊ
Ａ

松
山
市
「
筍
臨
時
市
場
」
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
（
今
年
は
３
月
27
日

～
４
月
18
日
ま
で
）。

　

筍
の
臨
時
市
場
は
50
年
前
、
Ｊ
Ａ
松
山
市
筍
部
会
の
発
足
当
初
か

ら
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
県
内
Ｊ
Ａ
で
現
在
開
催
さ
れ
て
い
る
の

は
こ
こ
湯
山
地
区
の
み
。
品
質
の
よ
い
朝
掘
り
筍
を
仕
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る
数
少
な
い
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

臨
時
市
場
に
は
生
産
者
か
ら
出
荷
さ
れ
た
朝
掘
り
筍
が

次
々
と
並
び
、
正
午
の
セ
リ
開
始
と
と
も
に
セ
リ
棒
を

持
っ
た
松
山
青
果
㈱
の
担
当
者
が
筍
を
順
番
に
回
っ
て

「
セ
リ
」
が
行
わ
れ
、
威
勢
の
良
い
掛
け
声
が
飛
び
交
い

ま
し
た
。
買
参
人
（
仲
卸
等
）
に
よ
っ
て
セ
リ
落
と
さ
れ

た
筍
は
、
そ
の
日
の
う
ち
に
松
山
市
内
の
ス
ー
パ
ー
・
量

販
店
や
料
理
店
で
販
売
さ
れ
ま
す
。

　

高
齢
化
等
の
影
響
で
湯
山
地
区
の
筍
生
産
量
は
減
少
傾

向
で
す
が
、Ｊ
Ａ
と
筍
部
会
が
一
体
と
な
り
「
臨
時
市
場
」

の
開
催
や
「
筍
ま
つ
り
」
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
通
じ
て
、

産
地
基
盤
・
ブ
ラ
ン
ド
の
維
持
拡
大
に
努
め
て
い
ま
す
。

筍
臨
時
市
場

（
Ｊ
Ａ
松
山
市
）
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	 ４月14日「オレンジデー」をPR

●10　　 ふるさと  ESSAY  VOL.241

野菜ソムリエに関連して取得した資格
 松岡　恭子さん

●12　　 TOPIC NEWS

●15　　 なんでもBOX

●16　　 READERS通信

NOW  NOW  COOKING
〈今月の素材〉馬鈴薯

※『あぐり〜ど』は、「愛媛農業（Agriculture）」を「リード（Lead）
する」という意味と「心を一つにする（Agreed）」という意味を
込めています。

JA全農えひめ情報

私たちは「安心」を3つの視点で考えます。

○	営農と生活を支援し、元気な産地
づくりに取り組みます。

○	安全で新鮮な国産農畜産物を消費者
にお届けします。

○	地球の環境保全に積極的に取り組み
ます。

全農グループの経営理念

私たち全農グループは、
生産者と消費者を安心で結ぶ

懸け橋になります。

ホームページ
http://www.eh.zennoh.or.jp

JA全農えひめ

■JA全農えひめ「えひめの食」企画
　　　http://www.eh.zennoh.or.jp/ehimenosyoku/
　　　※「えひめの食」では、旬の農産物情報を発信しています。

◆㈱えひめ飲料　
　　　http://www.ehime-inryo.co.jp

◆JAえひめアイパックス㈱
　　　http://www.iyokkora.jp/

◆JAえひめ物流㈱
　　　http://www.jat-ehime.co.jp/

◆JAえひめフレッシュフーズ㈱　
　　　http://fresh-ranran.jp/

◆㈱ひめライス　
　　　http://www.himerice.jp/

◆JAえひめエネルギー㈱　
　　　http://www.ja-ehimeene.co.jp　

　はだか麦の生産量日本一の愛媛県では
黄色く色づく麦畑があちらこちらで見ら
れます。農作業をする両親のかたわらで、
さっそく ‘おやつタイム’ の子どもたち。
通りかかったお友だちにもあんパン半分
おすそ分け。おいしそうにほおばる子ら
のほっぺを薫風がタッチしていきます。
　麦はまもなく刈り入れの時。続いて田
植えと、農作業は忙しい時期を迎えます。
●表紙：麦秋
　　　　はら　ふみ（イラストレーター）
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「
ト
ー
タ
ル
ア
グ
リ
ー
ド
事
業
」
で
は
、

次
の
４
本
柱
を
目
標
に
、
愛
媛
農
業
の
基

盤
強
化
に
向
け
た
担
い
手
育
成
事
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

【
目
標
】

①�　

地
域
営
農
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
と
実
践

の
取
り
組
み
支
援

②�　

地
域
農
業
を
リ
ー
ド
し
農
業
で
所
得

を
確
保
で
き
る
「
担
い
手
経
営
体
」
の

を
集
積
し
、
そ
の
う
ち
25 

ha
で
米
麦
や
里

芋
・
野
菜
の
栽
培
を
行
っ
て
い
る
Ｊ
Ａ
お

ち
い
ま
ば
り
の
㈱
フ
ァ
ー
ム
咲
創
の
取
り

組
み
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

担
い
手
経
営
体
の
育
成
支
援
で
は
、
㈱

フ
ァ
ー
ム
咲
創
の
里
芋
面
積
拡
大
や
キ
ュ

ウ
リ
の
新
規
栽
培
、
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
う
わ
の

加
茂
フ
ァ
ー
ム
の
白
ネ
ギ
・
加
工
キ
ャ

ベ
ツ
の
新
規
拡
大
に
よ
る
複
合
経
営
確
立

の
取
り
組
み
な
ど
、
野
菜
の
生
産
振
興
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
県
域
Ｔ
Ａ
Ｃ
は
事

業
部
門
と
連
携
し
て
「
し
ず
く
媛
」
の
栽

培
推
進
や
米
の
集
荷
推
進
、
新
規
肥
料
の

　

Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
は
、
産
地
基
盤
の
確
立
と
農
家
所
得
の
確
保
を
め
ざ
し
、
平
成
25
年
度
か
ら
販
売
に
重
点
を
置
い
た
ト
ー

タ
ル
戦
略
と
し
て
「
ト
ー
タ
ル
ア
グ
リ
ー
ド
事
業
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

品
目
別
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
設
定
す
る
中
で
Ｊ
Ａ
の
総
合
力
を
発
揮
し
、
販
売
先
を
見
据
え
た
企
画
販
売
等
の
販
売
力
強
化

と
生
産
拡
大
、
新
品
種
・
新
規
作
付
や
資
材
へ
の
助
成
な
ど
を
通
じ
た
生
産
振
興
対
策
、
地
域
農
業
を
リ
ー
ド
す
る
「
担
い
手

経
営
体
」
の
育
成
支
援
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
に
よ
る
担
い
手
対
応
の
充
実
強
化
な
ど
を
進
め
て
お
り
、
27
年
度
は
総
仕
上
げ
の
年
と
な
り

ま
す
。

　

今
回
は
、
27
年
度
の
方
針
・
取
り
組
み
方
策
を
紹
介
し
ま
す
。

育
成
・
支
援

③�　

新
規
就
農
者
ま
た
は
所
得
向
上
を
目

指
す
生
産
者
の
底
上
げ
に
向
け
た
育

成
・
支
援

④�　

Ｔ
Ａ
Ｃ
を
主
体
に
事
業
間
連
携
の
も
と

所
得
向
上
に
向
け
た
企
画
提
案
の
実
践

　

平
成
26
年
度
は
、
地
域
営
農
ビ
ジ
ョ
ン

の
実
践
支
援
と
し
て
、
７
Ｊ
Ａ
の
営
農
振

興
計
画
の
実
践
支
援
を
通
じ
て
、
米
麦
や

野
菜
な
ど
特
色
あ
る
産
地
づ
く
り
の
取
り

組
み
を
支
援
し
ま
し
た
。
ま
た
、
産
地
を

守
る
取
り
組
み
と
し
て
農
業
法
人
に
よ
る

地
域
づ
く
り
の
支
援
と
し
て
、
農
地
50 

ha

国
産
原
料
優
先
の

充
実
ア
イ
テ
ム
で
す

産
地
基
盤
強
化
に
向
け
た

取
り
組
み
を
展
開
中

特

集

◆特集：27年度「トータルアグリード事業」の取り組み方向

地
域
農
業
戦
略
に
基
づ
き

担
い
手
の
所
得
確
保
・
経
営
安
定
め
ざ
す
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16
億
３
、２
５
２
万
円
の
実
績
を
あ
げ
て

い
ま
す
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
品
目
は
、
米
麦
で
高

温
耐
性
品
種
「
に
こ
ま
る
」、
麦
の
「
ハ

ル
ヒ
メ
ボ
シ
」、
野
菜
で
は
き
ゅ
う
り
・

い
ち
ご
・
さ
と
い
も
、
果
実
で
は
県
オ
リ

ジ
ナ
ル
品
種
の
「
紅
ま
ど
ん
な
」「
甘
平
」

を
設
定
し
、
作
付
面
積
と
生
産
量
の
拡
大

に
つ
な
げ
、
販
売
面
で
も
着
実
に
成
果
を

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
は
、
こ
う
し
た
取
り

組
み
と
と
も
に
、
生
産
振
興
対
策
と
担
い

手
対
応
の
強
化
に
向
け
て
「
地
域
営
農
・

担
い
手
支
援
対
策
要
領
」
等
を
設
定
し
、

新
品
種
・
新
規
作
付
の
ほ
か
、
肥
料
農
薬

や
園
芸
資
材
な
ど
生
産
資
材
・
販
売
資
材

の
対
策
を
行
い
ま
し
た
。

　　　

27
年
度
は
、
地
域
営
農
振
興
・
愛
媛
農

業
の
活
性
化
に
向
け
て
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
を
踏
ま
え
、
新
規
就
農
者
や
集
落
営

農
組
織
・
農
業
生
産
法
人
等
の
育
成
、
水

田
フ
ル
活
用
対
策
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
品

目
を
中
心
と
し
た
販
売
戦
略（
企
画
販
売
・

直
販
）
の
強
化
、
低
コ
ス
ト
資
材
・
新
技

術
の
導
入
等
に
よ
る
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
の
強
化
、
事
業
間

連
携
に
よ
る
支
援
等
を
通
じ
て
、
担
い
手

の
所
得
向
上
と
Ｊ
Ａ
事
業
基
盤
強
化
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

提
案
に
よ
る
利
用
拡
大
推
進
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

新
規
就
農
の
育
成
で
は
、
㈱
フ
ァ
ー
ム

咲
創
、
加
茂
フ
ァ
ー
ム
で
新
規
就
農
者
・

研
修
生
の
受
け
入
れ
、
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
南

き
ゅ
う
り
部
会
で
の
育
成
の
ほ
か
、
経
営

安
定
支
援
と
し
て
、
県
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
設
置
し
「
水
田
フ
ル
活
用
」
の
検
討
と

各
Ｊ
Ａ
へ
の
提
案
実
施
を
行
い
ま
し
た
。

　

Ｔ
Ａ
Ｃ
に
よ
る
事
業
間
連
携
・
企
画
提

案
は
、
Ｊ
Ａ
愛
媛
た
い
き
で
農
家
経
営

デ
ー
タ
の
作
成
と
生
産
分
析
の
提
示
に
よ

る
経
営
改
善
提
案
を
行
っ
た
ほ
か
、
県
域

と
し
て
里
芋
と
き
ゅ
う
り
に
つ
い
て
Ｔ
Ａ

Ｃ
相
互
ほ
場
研
修
を
開
催
。
里
芋
は
従
来

東
予
地
区
で
の
栽
培
が
中
心
で
し
た
が
、

27
年
度
は
南
予
地
区
で
も
栽
培
実
証
の
動

き
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
事
業
間
連
携
に

つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
月
例
会
で
信
用
部
門
と

営
農
購
買
部
門
の
情
報
交
換
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
県

域
段
階
で
の
信
連
と
の
情
報
交
換
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

26
年
度
は
Ｔ
Ａ
Ｃ
未
取
り
組
み
Ｊ
Ａ
へ

の
情
報
提
供
・
取
組
促
進
を
進
め
た
結
果
、

今
年
４
月
か
ら
Ｊ
Ａ
松
山
市
で
Ｔ
Ａ
Ｃ
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
て
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
の
取
り

組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
、
Ｊ
Ａ
に
し
う
わ
で

は
経
営
対
策
課
・
農
家
支
援
課
が
設
置
さ

れ
、取
り
組
み
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
販
売
に
重
点
を
置
い
た
ト
ー
タ

ル
戦
略
と
し
て
、
作
物
別
に
設
定
し
た
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
品
目
を
中
心
に
、
販
売
先

を
見
据
え
た
中
で
市
場
を
通
じ
た
企
画

販
売
や
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
自
ら
が
販
売
す
る

直
販
の
拡
大
、
消
費
宣
伝
活
動
の
拡
充

な
ど
販
売
力
強
化
に
よ
る
担
い
手
支
援
を

進
め
ま
し
た
。
26
年
度
の
企
画
販
売
・
直

販
は
、
果
実
が
10
億
４
、７
０
０
万
円
、

野
菜
で
５
億
８
、５
５
２
万
円
、
合
計

耕 種 事 業 概 念 図

農家所得の向上

消費者理解の促進
（愛のオレンジロード・えひめの食・レインボーフェスティバル）

経営改善提案

多様な担い手づくり
事業間連携によるＪＡ事業基盤強化

要望・意見

生産振興・販売強化

購買部門による各品目の課題解決への提案
低コスト資材・省力化技術の導入によるトータルコストダウン

【米麦】目標：29億円
①売れる米づくり
②水田フル活用
③買取販売方式の継続

【野菜花卉】目標：95億円
①産地基盤の強化
②業務・加工向け産地拡大
③愛媛チームでの販売体制強化

【果実】目標：342億円
①優良品種導入・高品質安定生産
②企画販売・直販の拡大
③広域選果体制の整備

27
年
度
耕
種
事
業
の
取
り
組
み

図１
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併
せ
て
消
費
者
理
解
の
促
進
に
向
け

て
、「
え
ひ
め
の
食
」
企
画
の
広
報
活
動

や
「
オ
レ
ン
ジ
ロ
ー
ド
」
等
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
（
図
１
概
念
図
）。

　

27
年
度
の
展
開
方
策
は
４
点
で
す
。

（
１
）
地
域
生
産
基
盤
の
維
持
拡
大
の
支
援

　

①
地
域
営
農
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
・
実
践

支
援
、
②
農
作
業
支
援
、
集
落
営
農
組
織
、

農
業
生
産
法
人
（
Ｊ
Ａ
出
資
型
法
人
）
等

の
運
営
支
援
、
③
耕
作
放
棄
地
や
鳥
獣
被

害
等
の
地
域
の
抱
え
る
課
題
に
対
し
て
Ｊ

Ａ
と
一
体
と
な
り
解
決
に
向
け
た
体
制
整

備
を
行
い
ま
す
。

（
２
）
担
い
手
の
所
得
向
上
に
向
け
た
支
援

　

①
高
品
質
安
定
生
産
な
ら
び
に
販
売
戦

略
強
化
に
加
え
、
低
コ
ス
ト
資
材
・
省
力

化
技
術
の
導
入
等
に
よ
る
ト
ー
タ
ル
コ
ス

ト
低
減
、
②
売
れ
る
米
づ
く
り
に
向
け
、

水
田
フ
ル
活
用
に
よ
る
経
営
安
定
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

（
３�

）
新
規
就
農
者
の
確
保
・
育
成
に
対

す
る
支
援

　

①
行
政
・Ｊ
Ａ（
部
会
組
織
）と
連
携
し
、

経
営
安
定
に
向
け
た
支
援
。
②
新
規
就
農

者
を
確
保
・
育
成
す
る
た
め
の
関
係
機
関

と
連
携
し
た
体
制
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

（
４
）
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

　

①
担
い
手
へ
の
情
報
収
集
・
提
供
、
農

業
経
営
支
援
②
事
業
間
連
携
を
活
性
化
さ

せ
、
Ｊ
Ａ
事
業
基
盤
強
化
。
③
各
種
研
修

会
・
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
大
会
の
実
施
に
よ
り

Ｔ
Ａ
Ｃ
の
資
質
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

を
置
い
た
栽
培
指
針
策
定
に
よ
る
高
品

質
・
安
定
生
産
の
推
進
、
県
下
統
一
の
精

米
袋
や
販
促
資
材
、
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
の
活
用

に
よ
る
知
名
度
向
上
対
策
や
、
高
品
質
安

定
生
産
と
省
力
化
の
た
め
の
資
材
提
案
・

普
及
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
ハ
ル
ヒ
メ
ボ
シ
」
は
、
面
積
１
４
０

ha
、
集
荷
量
４
５
０
t
を
目
標
に
、
産
地

適
性
試
験
の
実
施
と
導
入
に
向
け
た
産
地

振
興
計
画
の
策
定
、
安
定
的
採
種
に
向
け

た
原
種
の
確
保
、
精
麦
会
社
・
実
需
者
と

連
携
し
た
加
工
適
性
試
験
の
実
施
、
除
草

剤
適
正
使
用
の
啓
蒙
や
除
草
剤
体
系
防
除

の
提
案
・
普
及
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
２
）
野
菜

　

生
産
振
興
対
策
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
営
農
振

興
計
画
に
基
づ
く
産
地
基
盤
の
強
化
、
優

良
品
種
導
入
、
重
点
市
場
に
対
す
る
計
画

安
定
出
荷
体
制
の
確
立
、
契
約
取
引
等
に

お
け
る
安
定
的
な
ロ
ッ
ト
確
保
に
向
け
た

生
産
組
織
体
制
の
確
立
、
県
域
戦
略
品
目

（
ト
マ
ト
・
な
す
・
ピ
ー
マ
ン
・
玉
ね
ぎ
・

キ
ャ
ベ
ツ
・
レ
タ
ス
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な

ど
９
品
目
）
の
拡
大
及
び
安
定
的
な
生
産

体
制
の
確
立
、
各
品
目
の
作
付
推
進
対
策

を
強
化
し
、
部
会
組
織
を
中
心
と
し
た
組

織
に
対
す
る
支
援
強
化
を
実
施
し
ま
す
。

　

販
売
対
策
と
し
て
、
愛
媛
チ
ー
ム
に
よ

る
県
域
販
売
取
り
組
み
強
化
を
展
開
す
る

と
と
も
に
、
業
務
加
工
需
要
に
対
応
す
る

た
め
の
体
制
整
備
、
県
域
販
売
に
お
け
る

重
点
市
場
の
選
定
お
よ
び
共
販
率
の
向

上
、
販
売
協
力
店
と
の
連
携
に
よ
る
販
促

（
１
）
米
麦

　

27
年
度
は
、
米
の
作
付
面
積
１
万
５
、 

２
０
０
ha
、
集
荷
量
１
万
６
、０
０
０
t
、

麦
作
付
面
積
１
、７
０
０
ha
を
目
標
に
、

生
産
振
興
対
策
と
集
荷
・
販
売
対
策
、
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
し
て
引
き
続
き
「
に
こ

ま
る
」「
ハ
ル
ヒ
メ
ボ
シ
」
を
設
定
し
て

取
り
組
み
ま
す
。

　

生
産
振
興
対
策
で
は
、
売
れ
る
米
作
り

に
向
け
需
要
に
対
応
し
た
銘
柄
別
作
付
計

画
に
基
づ
く
生
産
誘
導
の
推
進
、
水
田
耕

地
面
積
の
フ
ル
活
用
に
向
け
た
水
田
活
用

米
穀
（
備
蓄
米
・
飼
料
米
等
）
の
推
進
、

鉄
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
直
播
等
の
新
技
術
・
省

力
化
栽
培
技
術
に
よ
る
低
コ
ス
ト
生
産
の

提
案
、
水
稲
高
温
耐
性
品
種
の
栽
培
適
地

で
の
作
付
拡
大
と
麦
新
品
種
の
栽
培
実

証
、
実
需
者
の
要
望
に
基
づ
く
は
だ
か
麦

の
作
付
拡
大
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

集
荷
・
販
売
対
策
で
は
、
主
食
用
米
の

「
買
取
販
売
方
式
」
の
継
続
に
よ
る
代
金

精
算
の
迅
速
化
と
よ
り
有
利
な
価
格
設
定

等
に
取
り
組
み
ま
す
。　

　

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
品
目
の「
に
こ
ま
る
」

は
、
27
年
度
作
付
面
積
は
１
、６
６
０

ha
・
集
荷
量
２
、６
０
０
t
を
目
標
に
取

り
組
み
ま
す
。
需
要
に
対
応
し
た
銘
柄
別

作
付
計
画
に
基
づ
く
作
付
と
食
味
に
重
点

耕
種
事
業
品
目
別
の
取
り
組
み

～
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構
築
と

　
　

生
産
・
販
売
力
強
化

特

集
◆特集：27年度「トータルアグリード事業」の取り組み方向
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強
化
、
企
画
販
売
等
多
元
的
な
販
売
チ
ャ

ネ
ル
へ
の
販
路
拡
充
に
取
り
組
み
ま
す
。

企
画
販
売
は
、
３
億
５
、０
０
０
万
円
、

直
販
２
億
３
、０
０
０
万
円
を
目
標
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
は
、
キ
ュ
ウ
リ
は

Ｔ
Ａ
Ｃ
要
領
を
活
用
し
た
新
規
増
反
作
付

推
進
、
講
習
会
を
通
じ
た
栽
培
技
術
高
位

平
準
化
に
よ
る
反
収
対
策
、
夏
秋
期
を
中

心
に
企
画
販
売
・
販
促
活
動
を
実
施
し
売

り
場
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。い
ち
ご
は
、

無
病
様
苗
の
安
定
供
給
や
出
荷
時
労
力
軽

減
対
策
の
検
討
、
業
務
加
工
需
要
等
販
路

の
開
拓
・
拡
充
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
の
生

産
販
売
戦
略
の
検
討
を
進
め
ま
す
。
里
芋

は
、
全
期
マ
ル
チ
栽
培
や
生
分
解
性
マ
ル

チ
へ
の
移
行
、
一
発
肥
料
等
省
力
化
に
よ

る
面
積
拡
大
、
販
売
先
へ
の
販
売
強
化
、

親
芋
や
規
格
外
品
の
業
務
加
工
需
要
へ
の

販
路
開
拓
に
取
り
組
み
ま
す
。
加
工
業
務

用
野
菜
で
は
、
キ
ャ
ベ
ツ
・
玉
ね
ぎ
を
中

心
と
し
た
販
売
対
策
、
新
規
産
地
の
育
成

及
び
新
規
販
売
先
の
提
案
等
を
行
い
ま

す
。

（
３
）
果
実

　

生
産
振
興
で
は
、
生
産
振
興
計
画
に
基

づ
く
産
地
に
応
じ
た
品
種
の
生
産
・
栽
培

技
術
の
確
立
、
愛
媛
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
の

「
紅
ま
ど
ん
な
」「
甘
平
」
や
中
晩
柑
の
ブ

ラ
ン
ド
化
に
向
け
た
施
設
化
・
マ
ル
チ
栽

培
な
ど
高
品
質
安
定
生
産
対
策
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
基
幹
品
目
（
宮
川
早
生
・

南
柑
20
号
・
ポ
ン
カ
ン
・
宮
内
伊
予
柑
・

　

こ
れ
ら
の
事
業
を
推
進
し
て
い
く
た

め
、
農
家
と
の
接
点
と
な
る
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動

（
担
い
手
に
出
向
く
Ｊ
Ａ
担
当
者
。
現
在

９
Ｊ
Ａ
・
83
人
）
の
強
化
・
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

27
年
度
は
、
担
い
手
へ
の
情
報
収
集
・

提
案
に
よ
る
農
業
経
営
支
援
の
実
践
、
事

業
間
連
携
の
活
性
化
に
よ
る
Ｊ
Ａ
事
業
基

盤
強
化
、
各
種
研
修
会
・
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

大
会
に
よ
る
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
資
質
向
上
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
「
地
域
営
農
担
い
手
支
援
対
策
要
領
」

と
し
て
、
総
予
算
２
、３
０
０
万
円
で
、

①
地
域
営
農
を
担
う
新
規
就
農
・
農
業
後

継
者
の
育
成
に
取
り
組
む
Ｊ
Ａ
・
組
織
の

支
援
や
農
作
業
支
援
に
取
り
組
む
Ｊ
Ａ
・

組
織
の
支
援
、
②
企
画
販
売
や
業
務
加
工

向
け
対
応
、
産
地
の
課
題
解
消
の
取
り
組

み
、
地
域
生
産
基
盤
拡
大
に
向
け
た
新
た

な
産
地
づ
く
り
に
取
り
組
む
Ｊ
Ａ
・
担
い

手
支
援
、
③
農
家
所
得
向
上
を
図
る
た
め

の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
・
新
品
種
・
新

技
術
実
証
対
策
、
を
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
27
年
度
も
昨
年
に
引
き
続
き
体

系
的
に
研
修
会
を
継
続
実
施
す
る
と
と
も

に
、
新
た
に
中
央
会
・
信
連
と
の
共
催
に

よ
る
農
業
経
営
支
援
実
践
研
修
会（
６
月
）

の
ほ
か
、
安
全
安
心
・
残
留
農
薬
実
務
者

研
修
会
を
実
施
し
、
担
い
手
の
確
保
・
育

不
知
火
・
キ
ウ
イ
・
柿
）
の
生
産
量
維
持

拡
大
に
向
け
、
改
植
・
接
ぎ
木
更
新
に
よ

る
園
地
の
若
返
り
、
優
良
品
種
導
入
に
よ

る
産
地
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

販
売
対
策
は
、
愛
媛
チ
ー
ム
と
し
て
の

販
売
体
制
強
化
に
よ
る
市
場
へ
の
有
利
販

売
、
提
案
型
販
売
強
化
に
よ
る
売
り
場
確

保
・
拡
大
と
規
格
・
荷
姿
提
案
に
よ
る
消

費
力
向
上
と
コ
ス
ト
削
減
、
拠
点
市
場
・

販
売
先
と
の
連
携
強
化
に
向
け
、
企
画
販

売
な
ど
多
元
的
販
売
に
取
り
組
み
ま
す
。

企
画
販
売
は
６
億
２
、２
０
０
万
円
、
直

販
は
10
億
円
を
目
標
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
「
紅
ま
ど
ん
な
」

「
甘
平
」
は
、
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
た
高

品
質
安
定
生
産
及
び
愛
媛
チ
ー
ム
と
し
て

の
販
売
体
制
確
立
を
め
ざ
し
、
産
地
に
応

じ
た
栽
培
技
術
の
確
立
と
適
地
適
作
を
基

本
に
雨
よ
け
や
点
滴
灌
水
設
備
等
の
施
設

化
の
推
進
に
よ
る
正
品
率
の
向
上
や
品
質

の
底
上
げ
、
品
質
・
出
荷
基
準
の
統
一
と

愛
媛
チ
ー
ム
に
よ
る
販
売
体
制
確
立
、
直

販
・
企
画
販
売
の
積
極
的
な
提
案
に
よ
る

販
路
拡
大
・
知
名
度
向
上
、
新
資
材
の
開

発
・
普
及
に
よ
る
生
産
資
材
コ
ス
ト
削
減
・

省
力
化
な
ど
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
広

域
選
果
に
向
け
た
検
討
を
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　

国
産
原
料
優
先
の

充
実
ア
イ
テ
ム
で
す

Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
・
資
質
向
上
に

よ
る
担
い
手
支
援
の
強
化
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成
や
経
営
面
に
関
す
る
指
導
強
化
に
つ
な

が
る
よ
う
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
取

り
組
み
ま
す
。

　　　　
「
ふ
れ
愛
・
媛
ポ
ー
ク
」
伊
予
牛
「
絹

情
報
等
を
生
産
者
に
反
映
し
、
生
産
技
術

及
び
生
産
者
手
取
り
向
上
。
②
素
牛
供
給

基
盤
の
確
立
＝
年
６
回
の
子
牛
臨
時
市
場

を
継
続
開
設
。
③
県
開
発
中
の
ブ
ラ
ン
ド

牛
の
普
及
＝
県
と
連
携
し
て
企
画
を
進

め
、
県
内
和
牛
需
要
の
定
着
と
生
産
者
手

取
り
向
上
を
視
点
に
生
産
か
ら
販
売
ま
で

の
具
体
化
。
④
消
費
宣
伝
・
販
売
対
策
＝

県
内
ス
ー
パ
ー
・
量
販
店
で
の
試
食
販
売

（
年
２
０
０
回
）
を
通
じ
て
消
費
者
の
支

持
拡
大
と
販
売
先
の
取
り
扱
い
拡
大
を
図

り
ま
す
。
肉
の
調
理
方
法
の
提
案
、
ブ
ラ

ン
ド
紹
介
な
ど
宣
伝
資
材
の
作
成
を
通
じ

た
理
解
醸
成
。

　　

土
地
は
あ
っ
て
も
耕
作
す
る
人
が
い
な

い
現
実
が
県
内
各
地
で
叫
ば
れ
て
い
る

中
、地
域
農
業
を
支
え
る
担
い
手
の
確
保
・

育
成
へ
の
積
極
的
な
支
援
な
ど
、
地
域
を

守
る
上
で
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
に
与
え
ら
れ
た

使
命
・
役
割
は
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
は
、「
ト
ー
タ
ル
ア

グ
リ
ー
ド
事
業
」
を
事
業
の
柱
と
位
置
付

け
て
、
総
合
力
の
発
揮
に
よ
り
産
地
基
盤

の
強
化
と
愛
媛
農
業
の
活
性
化
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。
職
員
一
人
一
人
が
「
事
業
目

標
の
明
確
化
・
共
有
化
」「
出
向
く
営
農
・

営
業
」「
事
業
の
み
え
る
化
」
を
着
実
に

実
践
し
、
Ｊ
Ａ
・
農
家
組
合
員
の
皆
様
と

一
体
と
な
っ
て
元
気
な
産
地
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

の
味
」
の
生
産
性
向
上
と
高
品
質
生
産
、

消
費
宣
伝
・
販
売
促
進
対
策
等
を
通
じ
て

ブ
ラ
ン
ド
認
知
度
向
上
を
進
め
、
消
費
者

に
支
持
さ
れ
る
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
と
生
産

者
の
経
営
安
定
に
取
り
組
み
ま
す
。
27
年

度
取
扱
目
標
は
、
豚
19
万
５
、０
０
０
頭
、

肉
牛
３
、８
６
５
頭
に
設
定
し
ま
し
た
。

　

肉
豚
事
業
で
は
、「
ふ
れ
愛
・
媛
ポ
ー
ク
」

認
定
農
場
の
所
得
向
上
と
経
営
安
定
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

①
生
産
性
向
上
対
策
＝
母
豚
１
頭
あ
た

り
24
頭
の
肉
豚
出
荷
と
上
物
率
70
％
を
目

標
に
多
産
系
ハ
イ
コ
ー
プ
豚
の
導
入
等
の

ほ
か
農
場
別
個
別
検
討
会
の
開
催
な
ど
。

②
養
豚
用
配
合
飼
料
対
策
＝
専
用
配
合
飼

料
や
低
コ
ス
ト
飼
料
開
発
に
よ
る
コ
ス
ト

削
減
。
③
経
営
対
策
＝
品
質
向
上
対
策
や

肉
豚
価
格
安
定
対
策
、
種
豚
導
入
対
策
な

ど
。④
消
費
宣
伝
・
販
売
対
策
＝
県
内
ス
ー

パ
ー
・
量
販
店
で
の
販
売
促
進
活
動
、
安

定
し
た
販
売
先
の
確
保
と
マ
ッ
チ
ン
グ
販

売
、
生
産
者
ユ
ニ
ッ
ト
「
ひ
め
と
ん
ボ
ー

イ
ズ
」
の
活
動
と
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
放
映
等
を

通
じ
た
ブ
ラ
ン
ド
の
理
解
醸
成
。

　

肉
牛
事
業
で
は
、
伊
予
牛
「
絹
の
味
」

ブ
ラ
ン
ド
の
認
知
度
向
上
の
た
め
の
販
売

促
進
活
動
強
化
と
肉
質
向
上
に
向
け
た
研

修
会
・
共
励
会
・
共
進
会
を
開
催
し
、
生

産
者
の
意
欲
増
進
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

①
研
修
会
・
共
励
会
・
共
進
会
の
開
催

＝
繁
殖
・
肥
育
生
産
技
術
向
上
研
修
会
、

神
戸
市
場
枝
肉
研
修
会
・
見
本
市
共
励
会

な
ど
を
通
じ
て
、
販
売
先
の
求
め
る
肉
質

27
年
度
畜
産
事
業
の
取
り
組
み

畜 産 事 業 概 念 図

生産者の経営安定

消費者に支持されるブランドづくり

伊予牛「絹の味」
－ブランド認知度向上と販売促進－

【目標】肉牛取扱3,865頭
◆研修会・共励会・共進会の開催
◆子牛臨時市場の開催による素牛供給基
盤確立
◆県開発ブランド牛の普及
◆マッチング販売・SPレディによる販促

「ふれ愛・媛ポーク」
－認定農場の所得向上と経営安定－

【目標】肉豚取扱195,000頭
◆母豚１頭あたり24頭の肉豚出荷・上
物率70％

◆コスト低減につながる養豚配合飼料対策
◆養豚農場の経営安定対策の実践
◆マッチング販売・新CM等による販促

図２

特

集
◆特集：27年度「トータルアグリード事業」の取り組み方向
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7

落
営
農
は
、
複
数
の
個
人
が
集

ま
っ
て
、
機
械
の
共
同
所
有
・
共

同
利
用
、
作
業
の
協
業
化
等
に
よ
り
経
営

の
効
率
化
を
図
る
取
組
で
す
。
農
家
の

方
々
が
話
し
合
い
を
重
ね
て
地
域
農
業
の

将
来
を
考
え
る
中
で
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
・

農
村
を
発
展
さ
せ
て
い
く
一
つ
の
手
段
と
し

て
集
落
営
農
の
組
織
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
月
は
、
愛
媛
県
に
お
け
る
集

落
営
農
の
実
態
に
つ
い
て
み
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
27
年
２
月
１
日
現
在
の
愛
媛
県
の

集
落
営
農
数
は
１
０
１
と
な
り
、
新
設
等

に
よ
り
、
前
年
に
比
べ
て
６
（
６
・
３
％
）

増
加
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
法
人
数
は

30
で
、
前
年
に
比
べ
て
２
（
７
・
１
％
）

増
加
し
、全
体
に
占
め
る
割
合
は
29
・
７
％

と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
１
）。

　

構
成
農
家
数
別
に
み
た
集
落
営
農
数

は
、
９
戸
以
下
で
構
成
さ
れ
る
集
落
営
農

が
30
（
29
・
７
％
）
と
最
も
多
く
、
20
～

半
数
以
上
の
集
落
営
農
が「
水
稲
の
生
産
・

販
売
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

経
営
所
得
安
定
対
策
の
ゲ
タ
・
ナ
ラ
シ

対
策
の
交
付
対
象
者
は
、
平
成
27
年
産
か

ら
認
定
農
業
者
、
集
落
営
農
に
認
定
新
規

就
農
者
を
加
え
る
と
と
も
に
、
規
模
要
件

は
廃
止
し
ま
し
た
。
ま
た
、
交
付
対
象
と

な
る
集
落
営
農
の
要
件
も
「
組
織
の
規
約

の
作
成
」、「
対
象
作
物
の
共
同
販
売
経
理

の
実
施
」
の
２
要
件
に
緩
和
し
、
担
い
手

の
方
が
幅
広
く
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
国
と
し
て
も
、
集
落
営
農
を
様
々

な
形
で
支
援
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

で
組
織
づ
く
り
に
向
け
た
話
し
合
い
に
取

り
組
ま
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。  

中
国
四
国
農
政
局

松
山
地
域
セ
ン
タ
ー
農
政
推
進
グ
ル
ー
プ

29
戸
、
10
～
19
戸
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す

（
図
２
）。

　

ま
た
、
農
地
の
現
況
集
積
面
積
（
経
営

耕
地
面
積
＋
農
作
業
受
託
面
積
）
の
規
模

別
で
は
、
５
～
10 

ha
の
集
落
営
農
が
23

（
22
・
８
％
）
と
最
も
多
く
、
次
い
で
10

～
20 

ha
及
び
30
～
50 

ha
が
そ
れ
ぞ
れ
21

（
20
・
８
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
集
落
営
農
に
よ
る
農
地
の
現
況

集
積
面
積
は
２
、８
５
７
ha
で
、
１
集
落

営
農
当
た
り
の
平
均
は
28
・
３
ha
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

集
落
営
農
に
お
け
る
具
体
的
な
活
動
内

容
を
み
る
と
、「
機
械
の
共
同
所
有
・
共

同
利
用
を
行
う
」
集
落
営
農
割
合
が
96
・

０
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
農
産
物
等

の
生
産
・
販
売
を
行
う
」69
・
３
％
、「
防
除
・

収
穫
等
の
農
作
業
受
託
を
行
う
」64
・
４
％

の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
３
）。

　

農
産
物
等
の
生
産
・
販
売
活
動
で
は
、

集落営農で効率的かつ安定的な農業経営を！
－ 集落営農実態調査結果から －

集
落
営
農
数
及
び
法
人
割
合
は

年
々
増
加

「
機
械
の
共
同
所
有
・
共
同
利
用
」

は
96
％

集

図２　構成農家数別にみた集落営農数（愛媛県）

９戸以下
（29.7）

40～49
（7.9）

10～19
（15.9）20～29

（18.8）

30～39
（6.9）

50～59
（7.9）

70戸以上
（12.9）

平成27年
集落営農数
101

（100%）

図１　集落営農数及び法人割合の推移（愛媛県）

25.0 26.6 27.4 29.5 29.7

20

30

40（
法
人
割
合
）

（％）
集落営農全体に対する法人の割合

66 69 69 67
71

22 25 26 28
30

0

20

40

60

80

100

120

24 25 26 27平成23年

（集落営農）

非
法
人

法
人

94 95 95 101
88

図３　活動営農別集落営農数割合（複数回答）（愛媛県）

10.9 

39.6 

43.6 

64.4 

69.3 

96.0 

0 20 40 60 80 100
（％）

集落内の営農を一括管理・運営
している

防除・収獲等の農作業受託を行う

農産物等の生産・販売を行う

機械の共同所有・共同利用を行う

作付地の団地化など、集落内の土地
利用調整を行う

農家の出役により、共同で農作業（農
業機械を利用した農作業以外）を行う



トピックス ◆「オレンジデー」イベント開催

　　　　　

４
月
14
日
の
「
オ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
当
日
、

Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
果
実
課
は
、
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
松
山
市
の
道
後
温
泉
本
館
前
と
松

山
市
の
坊
っ
ち
ゃ
ん
ス
タ
ジ
ア
ム
で
旬
を
迎

え
た
愛
媛
県
産
「
清
見
タ
ン
ゴ
ー
ル
」
を
配

布
し
ま
し
た
。　

　

道
後
温
泉
本
館
前
の
イ
ベ
ン
ト
は
昨
年
に

続
き
２
回
目
。
愛
媛
い
よ
か
ん
大
使
４
人
と

Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
職
員
が
、「
４
月
14
日
は

オ
レ
ン
ジ
デ
ー
で
す
。
大
切
な
人
と
愛
を
深

め
合
っ
て
く
だ
さ
い
」「
愛
媛
県
産
の
清
見

タ
ン
ゴ
ー
ル
で
す
」
と
呼
び
か
け
な
が
ら
、

県
内
外
の
先
着
１
、０
０
０
人
に
「
清
見
タ

ン
ゴ
ー
ル
」
と
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
無
料
配
布

し
ま
し
た
。

　

受
け
取
っ
た
方
は
、
オ
レ
ン
ジ
デ
ー
に
つ

い
て
質
問
し
た
り
、
さ
っ
そ
く
袋
を
開
け
て

清
見
を
味
見
。「
今
日
は
ラ
ッ
キ
ー
で
し
た
。

オ
レ
ン
ジ
デ
ー
は
知
ら
な
か
っ
た
け
ど
、
こ

れ
か
ら
広
ま
れ
ば
い
い
で
す
ね
」「
さ
っ
ぱ

り
し
て
美
味
し
い
」
な
ど
と
話
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
カ
ッ
プ
ル
で
来
て
い
た
観
光
客

は
、「
い
い
記
念
に
な
り
ま
し
た
」
と
清
見

を
手
に
取
っ
て
笑
顔
で
こ
た
え
て
い
ま
し

た
。

　

松
山
市
の
坊
っ
ち
ゃ
ん
ス
タ
ジ
ア
ム
で

は
、プ
ロ
野
球
公
式
戦
「
ヤ
ク
ル
ト
対
広
島
」

戦
の
試
合
を
前
に
２
階
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
裏
入

場
口
で
、
来
場
者
に
愛
媛
い
よ
か
ん
大
使
４

人
が
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ
の
ダ
ン
ス
チ
ー

ム
「P

パ
ッ
シ
ョ
ン

assion

」
の
メ
ン
バ
ー
に
協
力
し
て

も
ら
い
な
が
ら
、「
今
日
は
オ
レ
ン
ジ
デ
ー

で
す
」「
愛
媛
の
柑
橘
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
先
着
５
、０
０
０
人
に
「
清
見
タ
ン
ゴ
ー

ル
」
２
個
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
来
場
者
は
、
思

　

４
月
14
日
「
オ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
は
、
愛
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
オ
レ
ン
ジ
を
贈
り
合
い
、
愛
を
育
み
大
切
な
人
と
の
絆
を
深

め
る
記
念
日
で
す
。
平
成
６
年
に
愛
媛
県
内
の
柑
橘
生
産
農
家
が
発
案
し
た
と
さ
れ
、
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
が
平
成
21
年
５
月

に
日
本
記
念
日
協
会
に
登
録
し
た
記
念
日
で
す
。

　

Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
は
、
愛
媛
発
祥
の
「
オ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
を
盛
り
上
げ
て
、
生
産
量
日
本
一
を
誇
る
愛
媛
産
柑
橘
の
Ｐ
Ｒ

と
消
費
拡
大
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
昨
年
11
月
３
日
か
ら
「
愛
の
オ
レ
ン
ジ
ロ
ー
ド
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
、
４
月
は
そ

の
集
大
成
と
し
て
松
山
市
の
道
後
温
泉
本
館
前
や
坊
っ
ち
ゃ
ん
ス
タ
ジ
ア
ム
で
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
な
ど
県
内
外
で
イ
ベ
ン

ト
・
フ
ェ
ア
を
実
施
し
ま
し
た
。

道
後
温
泉
本
館
前
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て

４
月
14
日
「
オ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
を
Ｐ
Ｒ

道
後
温
泉
本
館
前
と

坊
っ
ち
ゃ
ん
ス
タ
ジ
ア
ム
で

サ
ン
プ
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

8



わ
ぬ
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
喜
ん
で
い
ま
し
た
（
試

合
は
２
回
裏
終
了
降
雨
ノ
ー
ゲ
ー
ム
で
し

た
）。

　

東
京
で
は
、
オ
レ
ン
ジ
デ
ー
に
向
け
て
、

４
月
２
日
に
、
赤
坂
サ
カ
ス
で
開
催
さ
れ
た

「
マ
マ
サ
カ
ス
イ
ベ
ン
ト
」（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
主
催
）

会
場
で
、
愛
媛
い
よ
か
ん
大
使
と
み
き
ゃ
ん

が「
も
う
す
ぐ
オ
レ
ン
ジ
デ
ー
」を
Ｐ
Ｒ
。「
オ

レ
ン
ジ
デ
ー
」
に
ち
な
ん
で
先
着
４
１
４
名

様
に
「
清
見
タ
ン
ゴ
ー
ル
」
を
無
料
配
布
し

ま
し
た
。

　

４
月
11
日
に
は
、
東
京
タ
ワ
ー
で
愛
媛
い

よ
か
ん
大
使
が
、
４
１
４
人
に
「
清
見
タ
ン

ゴ
ー
ル
」
２
個
入
り
袋
を
配
布
し
、
オ
レ
ン

ジ
デ
ー
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
月
10
日
頃
か
ら
、
愛
媛
県
内
、

東
京
、
京
阪
神
地
区
の
販
売
協
力
店
で
、「
オ

レ
ン
ジ
デ
ー
フ
ェ
ア
」
を
開
催
。
柑
橘
の
試

食
宣
伝
と
ポ
ス
タ
ー
・
の
ぼ
り
等
を
活
用
し

て
オ
レ
ン
ジ
デ
ー
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

阪
急
う
め
だ
本
店
で
は
、
４
月
11
日
と
12
日

Ｊ
Ａ
え
ひ
め
南
タ
ロ
ッ
コ
生
産
者
と
Ｊ
Ａ
職

員
、
愛
媛
い
よ
か
ん
大
使
が
、
店
頭
試
食
宣

伝
も
交
え
て
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

東
京
タ
ワ
ー
、
赤
坂
サ
カ
ス

で
イ
ベ
ン
ト
！

販
売
協
力
店
で
フ
ェ
ア
開
催

▲�道後温泉本館前のイベントは、国内外の観光客等に配布

▲�坊っちゃんスタジアムでのイベント

▲�赤坂サカスのイベント

▲�東京タワーイベント▲�「Passion」（写真後列）も配布に協力

▲�イベントの様子は、マスコミ
からの取材も多く、テレビ・
新聞等でも報道されました
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前
号
で
野
菜
ソ
ム
リ
エ
の
資
格
を
取
る
の

に
四
苦
八
苦
し
た
奮
闘
記
を
ご
覧
い
た
だ
き

ま
し
た
。
資
格
が
即
、
実
践
と
収
入
に
つ
な

が
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
色
々
な
経
験
を

す
る
こ
と
で
少
し
ず
つ
自
分
自
身
の
身
に
付

く
も
の
で
す
。

＊
調
味
料
に
つ
い
て
学
ぶ
、

調
味
料
マ
イ
ス
タ
ー
＊

　

野
菜
ソ
ム
リ
エ
（
中
級
）
の
試
験
ま
で
数

カ
月
あ
り
、
そ
の
間
に
大
阪
の
ジ
ュ
ニ
ア
調

味
料
マ
イ
ス
タ
ー
の
資
格
勉
強
会
へ
出
か
け

ま
し
た
。
野
菜
ソ
ム
リ
エ
は
野
菜
の
知
識
だ

け
で
な
く
他
の
こ
と
も
必
要
だ
し
、
他
の
人

が
持
っ
て
い
な
い
資
格
で
差
を
つ
け
た
い
、

と
思
い
ま
し
た
。

　

調
味
料
の
基
礎
、
歴
史
、
種
類
、
製
造
方

法
、
科
学
、
カ
ラ
ダ
と
の
関
連
、
レ
シ
ピ
作

り
、楽
し
み
方
な
ど
を
学
び
ま
す
。砂
糖
・
塩
・

酢
・
醤
油
・
味
噌
、「
さ
し
す
せ
そ
」
の
勉

強
は
野
菜
ソ
ム
リ
エ
の
活
動
で
も
生
か
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

料
理
教
室
の
講
師
と
し
て
調
味
料
の
お
話

も
し
ま
す
。
濃
口
醤
油
と
淡
口
醤
油
の
違
い

は
？　

砂
糖
の
種
類
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
け
ど

ど
う
違
う
の
？　

酢
は
何
か
ら
作
ら
れ
る

の
？　

味
噌
の
材
料
は
何
？　

な
ど
何
気
な

く
、
知
ら
な
い
ま
ま
で
使
っ
て
い
た
り
し
ま

す
ね
。
調
味
料
を
気
に
す
る
だ
け
で
毎
日
の

料
理
が
も
っ
と
楽
し
く
美
味
し
く
な
り
ま
す

よ
。

＊
食
育
を
実
践
で
き
る
人
材
育
成
の
、

食
育
マ
イ
ス
タ
ー
＊

　

野
菜
ソ
ム
リ
エ
・
調
味
料
マ
イ
ス
タ
ー
と
し

て
活
動
し
て
い
る
と
、
食
育
の
依
頼
が
来
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
食
育
？　

何
の
話
か

ら
始
め
れ
ば
い
い
の
？　

ま
ず
は
勉
強
�
と

東
京
で
ジ
ュ
ニ
ア
食
育
マ
イ
ス
タ
ー
講
座
を

受
講
し
ま
し
た
。
な
る
ほ
ど
、
そ
う
だ
っ
た

の
か
、
今
ま
で
の
自
分
の
経
験
を
生
か
し
て

い
ろ
ん
な
展
開
の
仕
方
が
あ
る
な
…
と
納
得
。

　

食
育
と
は
、
食
へ
の
興
味
・
関
心
を
持
ち
、

自
ら
食
を
楽
し
む
。
食
べ
物
を
選
ぶ
力
を
持

ち
、
健
康
的
で
心
が
満
た
さ
れ
る
食
生
活
を

営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
が
目
標

で
す
。
五
味
五
感
・
地
産
地
消
・
フ
ー
ド
マ

イ
レ
ー
ジ
・
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
・
メ
タ
ボ

1955年２月13日、旧北条市生まれ、松山市在住。松山北高
等学校、松山東雲女子短期大学英文科卒業。全日本空輸㈱客室
乗務員室勤務。退職後結婚、家業・みなと食堂を営み、主婦業
をこなす。2005年ジュニア野菜ソムリエ・2007年野菜ソム
リエ（日本野菜ソムリエ協会認定）、2013年ジュエルフルーツ
クリエイター（村上しずかジュエルフルーツインスティテュー
ション認定）取得。資格を活かして、果物や野菜の魅力を広く
伝え、消費拡大を図る。フルーツカッティングの伝道師として
も活躍中。
他、調味料ジュニアマイスター・ジュニア食育マイスター・カ
レーマイスター（日本野菜ソムリエ協会認定）。有限会社マツオ
カ 非常勤役員。調理師。NHK文化センター松山教室、SAISAI
クッキングスタジオ（今治市さいさいきて屋内）講師。出張講
座も随時受付中。
◆ベジタス松岡フルーツダイアリー
http://ameblo.jp/vf-minato

KYOKO MATSUOKA松岡恭子

野
菜
ソ
ム
リ
エ
に
関
連
し
て

取
得
し
た
資
格
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リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
・
食
の
安
心
・
安
全
な

ど
、
キ
ー
ワ
ー
ド
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

食
育
講
座
は
対
象
者
の
年
齢
に
よ
り
変
わ

り
ま
す
。
朝
ご
は
ん
を
食
べ
よ
う
、
地
元
で

と
れ
る
野
菜
に
つ
い
て
知
ろ
う
、
常
備
菜
を

作
ろ
う
、
食
品
の
保
存
に
つ
い
て
、
な
ど
多

岐
に
わ
た
り
ま
す
。
こ
こ
で
も
野
菜
ソ
ム
リ
エ

や
調
味
料
の
知
識
や
経
験
が
活
か
さ
れ
ま
す
。

＊
カ
レ
ー
の
奥
深
さ
や
魅
力
を
知
る
、

カ
レ
ー
マ
イ
ス
タ
ー
＊

　

た
ま
た
ま
フ
ル
ー
ツ
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
講

座
説
明
会
に
行
こ
う
と
し
て
、
カ
レ
ー
の
講

座
に
出
く
わ
し
、
せ
っ
か
く
だ
か
ら
…
と
受

講
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

　

カ
レ
ー
の
歴
史
、
種
類
、
ス
パ
イ
ス
の
知

識
を
得
て
、
そ
れ
ら
を
魅
力
的
に
伝
え
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術
と
カ
レ
ー
の
楽
し
み

方
を
体
系
的
に
学
び
ま
す
。
ス
パ
イ
ス
の
役

割
、
特
徴
、
よ
り
お
い
し
く
ヘ
ル
シ
ー
に
取

り
入
れ
る
コ
ツ
を
知
り
、
自
分
の
好
み
に
応

じ
て
ス
パ
イ
ス
を
ブ
レ
ン
ド
し
、
マ
イ
カ

レ
ー
パ
ウ
ダ
ー
作
り
、
実
習
も
あ
り
ま
す
。

　

日
常
口
に
す
る
カ
レ
ー
が
ど
の
よ
う
に
生

ま
れ
、
変
化
し
て
き
た
か
。
そ
の
変
遷
や
現

代
の
カ
レ
ー
事
情
、
各
国
各
地
の
カ
レ
ー
を

知
る
と
、
カ
レ
ー
っ
て
す
ご
い
�
と
思
え
て

き
ま
し
た
。
料
理
教
室
で
取
り
い
れ
た
り
、

地
域
の
個
性
的
な
カ
レ
ー
作
り
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
カ
レ
ー
マ
イ

ス
タ
ー
の
勉
強
も
ま
た
、役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

カ
レ
ー
が
好
き
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
私

が
興
味
を
持
ち
、
カ
レ
ー
の
本
を
見
て
、
市

販
の
カ
レ
ー
を
食
べ
比
べ
、
カ
レ
ー
店
に

行
っ
た
り
と
、
そ
れ
ま
で
に
は
な
か
っ
た
カ

レ
ー
の
世
界
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

民
間
資
格
で
は
あ
り
ま
す
が
、
人
は
資
格

名
で
判
断
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
人
前

で
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
、
多
少
の

強
み
に
な
る
も
の
だ
と
経
験
上
思
い
ま
し

た
。
試
験
は
い
や
な
も
の
で
す
が
、
合
格
す

れ
ば
う
れ
し
い
も
の
で
す
。
資
格
は
取
っ
て

終
わ
り
、
で
は
な
く
そ
こ
か
ら
が
始
ま
り
で

す
ね
。
50
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
色
々
と
挑
戦
し

て
思
う
の
は
、「
何
事
に
も
無
駄
な
こ
と
は

な
い
、
生
か
し
方
は
自
分
次
第
」
と
い
う
事

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
色
々
な
こ
と
に
興
味
を

持
っ
て
、
今
ま
で
得
た
こ
と
に
プ
ラ
ス
し
て

自
分
自
身
楽
し
み
ま
す
。
人
と
の
出
会
い
と

つ
な
が
り
を
大
切
に
、
私
の
人
生
60
年
の
経

験
を
活
か
し
て
挑
戦
を
続
け
、
伝
え
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

３
・
４
・
５
月
と
３
回
に
わ
た
り
ご
覧
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲松岡さんの原点・みなと食堂を背に。手元は、細麺スパゲティに季節の
果物をちりばめた「フルーツ・パスタ」。好みの調味料やスパイスを合わ
せて、オリジナル・ドレッシングでどうぞ！

▲１／４のカット・スイカがお洒
落に変身。皮も活用して、中身
は真夏のフルーツ盛りに
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●平成26年度愛媛県果樹同志会大会

「かんきつ日本一のプライド　さらに高めよう愛媛の質と量」
　県内果樹生産者が組織する愛媛県果樹同志会
は、３月19日、松山市の㈱えひめ飲料本社で「か
んきつ日本一のプライド　さらに高めよう愛媛
の質と量」をテーマに、「平成26年度愛媛県果
樹同志会大会」を開きました。
　大会には、同志会員ら関係者約400人が出席。
牛川慎吾果樹同志会長は、「26年産は夏場の天
候不順や12月の雪害などで苦戦しました。愛媛
が全国の柑橘のトップブランド・産地であり続
けるためにも、同志会の一人一人が高品質果実
生産に取り組むとともに、あと一反作って産地
を守り抜こう」とあいさつしました。
　活動基本方針では、温州みかんの隔年結果是
正対策、中晩柑類・落葉果樹類を含め高品質安
定生産対策に引き続き取り組むとともに、果樹産
地構造改革計画の実践と果樹経営支援対策を有
効活用し、優良品目・品種への転換や園地整備
など経営基盤強化を進めることを確認しました。
　大会宣言では、①天候に左右されない高品質
果実生産、②将来を見据えた適地適作による品
種更新、③かんきつ農家に明るい未来　担い手

対策万全に、④安全・安心は選ばれる産地のス
タートライン－を採択しました。
　大会では、26年度の活動報告のほか、えひめ
みかん祭り等のコンクール表彰式も行われまし
た。主な入賞者は次の通り（敬称略。カッコ内
はＪＡ名。※早生みかん果実コンクールとえひ
めみかん祭り果実・ほ場コンクールの主な入賞
者は前号までに紹介しているため省略します）。
◆平成26年度柑橘園地若返りコンクール▽愛媛
県知事賞＝大野健二〈えひめ中央〉
▽優等賞〈全農愛媛県本部長賞〉＝島田操（同）

●ＪＡ愛媛果樹技術指導員会　果樹技術研修会

27年産果樹の生産対策などを協議
　ＪＡ愛媛果樹技術指導員会は、２月26日、松
山市のＪＡえひめ中央大会議室で、果樹技術研
修会を開きました。
　研修会には、県内ＪＡの果樹技術員のほか県・
果樹研究センター関係者などが出席。研修会に
先立ち、ＪＡ愛媛果樹技術指導員会名誉会長賞
の表彰が行われ、川平岳裕さん（ＪＡえひめ南）
と小池和成さん（ＪＡえひめ中央）が表彰され
ました。
　研修会では、26年産主要果樹の販売情勢や生
産総括、27年産の生産対策及び病害虫発生情報
などについて報告・協議するとともに、輸出事
業における残留農薬問題や果樹関係の補助事業
の内容等について情報提供がありました。

▲�名誉会長賞を受賞した川平さん（右）と小池さん
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●「えひめ米品質向上推進大会」

特Ａ取得の26年産「ヒノヒカリ」に続き、えひめ米の品質向上を！

●㈱ひめライス無洗米キャンペーン抽選会

キャンペーンを通じて無洗米の特徴をPRし販売拡大

　愛媛県米麦振興協会は、３月５日、伊予市の
ウェルピア伊予で「えひめ米品質向上推進大会」
を開きました。
　大会には、生産者など約100人が出席。ＪＡ
全農えひめは、「26年産の愛媛県産「ヒノヒカリ」
が「平成26年産米食味ランキング」で愛媛県産
では初となる最高ランク「特Ａ」の評価を受け
ており、生産者の努力のたまもの。１年だけで
なく他の品種でも評価を受けるよう関係者一体
となり品質向上の取り組みを」と呼びかけまし
た。また、①「売れる米づくり」に向け需要に
対応した品種別・作型別の付誘導の推進、②高
温耐性品種の導入拡大、③現行の耕作面積のフ
ル活用の推進など、27年産米の作付計画の基本
的考え方を示しました。県全体での27年産作付
計画は、15,200ha。コシヒカリ（4,800ha）、ヒ
ノヒカリ（3,700ha）、あきたこまち（3,500ha）、
にこまる（1,700ha）を主力品種として、需要
に応じた生産を推進します。
　県の担当者からは、面積が拡大する「にこまる」
の栽培ポイントや主要病害虫のいもち病やトビ
イロウンカなどの防除対策法が紹介されました。
　会場では「平成26年度愛媛県良質米・麦作・
大豆共励会表彰式が行われ、愛媛県知事賞は良
質米共励会農家の部「ヒノヒカリ・愛のゆめ・
にこまる」部門最優秀賞の二宮謙一さん（ＪＡ
愛媛たいき）が受賞しました。また、26年度愛
媛県農産園芸功労知事表彰（水田農業部門）も
行われました。
　その他の受賞者は次の皆さん（敬称略・カッ
コはＪＡ名・市町名）。
◆良質米共励会【農家の部「コシヒカリ・あき
たこまち」部門】▽優秀賞＝森賢一郎（松山市）

▽優良賞＝大政昭吉（松山市）、【農家の部「ヒ
ノヒカリ・愛のゆめ・にこまる」部門】▽優秀
賞＝井手秀司（今治立花）、相原啓司（松山市）
▽優良賞＝岡本省三（西条）、別府肇（今治立
花）、大川泰範（松山市）【集団の部「ヒノヒカ
リ・愛のゆめ・にこまる」部門】▽優秀賞＝農
事組合法人ていれぎの郷（易怒裕昭代表）
◆麦作共励会【農家の部】▽最優秀賞＝日野進

（周桑）▽優秀賞＝渡部幸重（松山市）、竹中恵
太（ひがしうわ）【集団の部】▽最優秀賞＝久
妙寺生産組合（永井寿彦代表・周桑）▽優秀賞
＝農事組合法人ていれぎの郷（井門裕昭代表・
松山市）
◆大豆共励会【農家の部】▽優秀賞＝井上裕也

【集団の部】▽最優秀賞＝農事組合法人妙口原
生産組合（赤堀保代表・周桑）▽優秀賞＝永長
生産組合（越智三英代表・ひがしうわ）
◆愛媛県農産園芸功労知事表彰

【農業者】金田伊織（伊予市）【他の模範となる
もの】赤堀保（周桑）【団体】エコラブ蔵川グルー
プ（大洲市）

　㈱ひめライスは、３月13日、松前町の本社
で、無洗米キャンペーン「LOVE あらうまい！ 」
の抽選会を行い、松田一人社長らが、5,264通
の応募の中から当選者300人を選びました。
　キャンペーンでは、テレビCM放映や店頭試
食宣伝活動などを通じて、無洗米の「洗わずに
炊ける便利さ」などをPR。キャンペーン応募数
は前年を下回ったものの、無洗米「あらうまい！」
の販売実績はＪＡ・米穀店・生協の取り扱い増
により、前年比104％の実績をあげました。
　無洗米は、現在㈱ひめライスの精米売り上げ
の約25％を占める戦略商品。同社は「将来的に
は無洗米比率を30％に引き上げたい。今後も無
洗米の利便性やメリットをアピールし、固定客

の獲得・定着を図り、新規投入した「にこまる」
など愛媛県産米の販売拡大につなげたい」と力
を入れています。
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●県畜産振興連絡協議会と県議意見交換会

TPP国会決議遵守と畜産経営安定対策を要望
　愛媛県畜産振興連絡協議会は、２月27日、松
山市内で自民党県連畜産振興議員連盟（会長＝
渡部浩県議）と「畜産に関する意見交換会」を
開きました。平成13年から毎年行っており、今
回が14回目。
　県議会議員14人のほか、白石徹衆議院議員、
県内４畜種（肉牛・養豚・酪農・養鶏）の生
産者組織の役員、ＪＡ関係者など57人が出席。
TPP交渉における国会決議の遵守と配合飼料
価格安定制度の充実、畜種別の経営安定対策や
生産基盤の維持・拡大に関する取り組みを要望
し、意見交換しました。
　協議会の竹内日出男会長は、「畜産物の販売
価格は高値で推移していますが、配合飼料価格
の高止まりなどで農家のコスト負担は過去最
高となっており、EPAの進展やTPP交渉の行
方など、先行き不透明で不安を募らせていま
す。県議会で国会決議の遵守を盛り込んだTPP
交渉に関する意見書や畜産農家への経営支援を
求める意見書の提出をいただき心強く感じてい
ます。引き続き支援・協力をお願いしたい」と
あいさつしました。県議からは、「畜産経営環
境の厳しさは認識している。開会中の県議会で
TPP交渉に関する意見書を再度出す」などと説
明がありました。
　畜種別の主な要望は次のとおり。

◆愛媛県畜産振興連絡協議会＝TPP交渉にお
ける国会決議の遵守および配合飼料価格安定制
度の充実、県内産畜産物の消費拡大運動
◆愛媛県肉牛生産者協議会＝「肉用牛肥育経営
安定特別対策事業」等の県費助成の継続、「県
ブランド牛」の開発や飼料用米の生産拡大流通
体制整備、生産基盤維持・拡大
◆ＪＡ愛媛養豚経営者協議会＝「養豚経営安定
対策事業」の仕組みづくりと県費助成の継続、
防疫体制強化
◆愛媛県酪農経営者協議会＝乳牛導入支援の継
続、自給飼料生産体制強化に向けた指導・支援、
県内産牛乳乳製品の消費拡大協力
◆愛媛県採卵養鶏経営者協議会＝県内産鶏卵の
需要促進協力、鶏卵生産者経営安定対策事業の
早期の法制化と充実強化に向けた国への働きかけ

●フジグラン松山いちご食べ比べイベント

好みの品種や美味しさをアピールし消費拡大めざす
　ＪＡ愛媛野菜生産者組織協議会とＪＡ全農え
ひめ野菜花卉課は、３月１日、松山市のフジグ
ラン松山で、愛媛県で栽培しているいちごの主
力３品種「紅ほっぺ」「あまおとめ」「紅い雫」
の食べ比べイベントを開きました。
　このイベントは、「あまおとめ」に続き「紅
い雫」といった愛媛県オリジナル品種も出てき
た中で、消費者の試食アンケートを通じて、品
種特徴のPRと愛媛産いちごの消費拡大をめざ
して取り組んだもので、ＪＡ全農えひめの職員
とモニターレディらが、「お気に入りのいちご
を食べて」と呼びかけました。
　３品種が並んだコーナーはいちごの甘い香り
に包まれ、子ども連れの家族が「紅い雫は初め
て」、「どれが美味しかった？」、「あまおとめが
好き」「味が全然違う」などとアンケート用紙
に記入。試食を楽しんだ後は、「甘くて美味し
かった」とあまおとめを手に取ったり、「甘さ
だけでなく酸味もほしいから」と紅ほっぺを選
ぶなど好みの品種を買い求めていました。

　一般消費者を対象にした同様のイベントは、
昨年12月の大街道マルシェに次いで２回目。今
回は406通のアンケートを回収しました。野菜
花卉課では、「消費者の皆様に好みの品種やい
ちごの美味しさをアピールし消費拡大につなげ
るとともに、消費者評価も確認しながら、今シー
ズンから本格販売している新品種『紅い雫』な
どの生産振興につなげたい」と話しています。
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「えひめの食」企画の番組が6月から南海放送でスタート！
　ＪＡ全農えひめ「えひめの食」企画のテレビとラジオの平成27年
度広報番組（えひめ愛フード推進機構と共同提供）が、６月から南
海放送でスタートします。
■タイトル：「えひめの食　こたにしょうこの“すご技”ハンター」
　番組では、生産者・地域が築いてきた知恵や工夫・こだわりの「す
ご技」を紹介するとともに、愛媛の農業と農産物の魅力や食べ方を
発信し、地産地消・食農教育を推進して愛媛産農畜産物の消費拡大
につなげていきます。
①テレビ・ラジオ同時生放送番組「あさラテ」内で毎月第１木曜日10：26 ～放送
　�　来年３月末まで、南海放送のテレビとラジオの同時生放送番組「あさラテ」内で、第１木曜日（11
月と12月は第３木曜日も放映）の10：26頃から10分間放映します。

　�　番組では、生産者やＪＡ職員が出演。すご技ハンターに扮する南海放送アナウンサーの小谷渉子
さんが産地取材で「すご技」を紹介しながら県産農畜物の魅力をPR。旬の食材の試食等も行って、
テレビとラジオの幅広い視聴者層にアピールします。

②ラジオ番組：毎週月曜日「TIPS」内で15：10 ～放送
　�　南海放送ラジオでは、毎週月曜日放送の「TIPS」内で15：10 ～15：15の５分間、「あさラテ」で
は紹介しきれなかった「すご技」や生産者・ＪＡ職員の裏話を伝えるほか、「あさラテ」で紹介で
きなかった旬の食材等もPRします（年間46回）。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　このほか、毎週月曜20：00 ～22：00の「らくやのぉ」の中で、年間５回程度、「えひめの食」と「クッ
クパッド社」のコラボにより、スタジオで愛媛産農畜産物を使用した簡単料理の調理・試食の様子を
放送します。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　なお、番組の詳細は「えひめの食企画」ホームページまで。番組告知やテレビ番組放送分の視聴が
できます。
　http://www.eh.zennoh.or.jp/ehimenosyoku/index.html

　㈱えひめ飲料は、完熟した愛媛産温州ミカン
の美味しさにこだわった「POM完熟愛媛みか
んストレート」（１リットルビン）を４月13日
全国一斉発売しました。
　本物・健康志向の方に愛媛みかん本来の味わ
いと爽やかな香りを楽しんでいただけるよう
に、原料は完熟した愛媛県産の温州ミカンの
みを使用し、濃縮していないストレート果汁
100％ジュースです。
　保存性に優れ、長期間美味しさを楽しめるビ
ン製品で、ラベルには愛媛県産農林水産物のみ
表示可能な「愛媛産には、愛がある。」のロゴ
を記載して愛媛県産をアピール。ラベルの背景
を黒色、品名を金色にすることで高級感を際立
たせています。
　希望小売価格は600円（税別）。

●㈱えひめ飲料

完熟した愛媛みかんの美味しさにこだわった「POM完熟愛媛みかんストレート」発売！
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R E A D E R S 通 信

編 集 後 記
今月の
クイズ

ク
イ
ズ
に
正
解
し
た
方
の
中

か
ら
抽
選
で
、
図
書
カ
ー
ド

１
、０
０
０
円
分
を
10
名
様
に
さ
し
あ
げ
ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
ト

　

３
月
号
の
答
え
は
「
60
周
年
」
で
し
た
。

た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

厳
正
な
抽
選
の
結
果
、
次
の
10
人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
１
、０
０
０
円

分
を
お
送
り
し
ま
す
。

矢
野
ひ
と
み
さ
ん
（
伊
予
市
）	

伊
藤　

静
香
さ
ん
（
新
居
浜
市
）

阿
部　

節
男
さ
ん
（
今
治
市
）	

村
上　
　

瞠
さ
ん
（
今
治
市
）

松
木　

虎
正
さ
ん
（
西
条
市
）	

仲
元　

祐
司
さ
ん
（
伊
方
町
）

八
木
セ
ツ
子
さ
ん
（
今
治
市
）	

星
川
祐
生
子
さ
ん
（
四
国
中
央
市
）

森　

志
げ
の
さ
ん
（
京
都
市
）	

伊
勢
ひ
と
み
さ
ん
（
宇
和
島
市
）

当
選
者
発
表

締　

切　

り

平
成
27
年
６
月
18
日
（
当
日
消
印
有
効
）

発　
　
　

表
「
あ
ぐ
り
〜
ど
」
７
月
号
で
発
表
し
ま
す
。

折
り
込
み
ハ
ガ
キ
に
ク
イ
ズ
の

答
え
と
本
誌
に
対
す
る
ご
意

見
・
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
の
上
、
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法 「

え
ひ
め
の
食　

こ
た
に
し
ょ
う
こ
の
“
す
ご
技
”
ハ

ン
タ
ー
」
が
、
６
月
か
ら
南
海
放
送
の
テ
レ
ビ
と
ラ

ジ
オ
同
時
生
放
送
の
番
組
内
で
毎
月
第
１
木
曜
日

（
11
・
12
月
は
第
３
木
曜
も
放
映
）
に
放
送
さ
れ
ま
す
。

こ
の
テ
レ
ビ
と
ラ
ジ
オ
同
時
生
放
送
の
番
組
名
は
？ 

「
あ
さ
○
○
」

●
エ
ッ
セ
ー
で
「
ジ
ュ
エ
ル
フ
ル
ー
ツ
」
と
い
う
名
前
を

初
め
て
知
り
ま
し
た
。
果
物
の
切
り
方
で
、
美
味
し
さ

を
最
大
限
引
き
出
し
、
ジ
ュ
エ
リ
ー
の
輝
き
を
放
つ
一

皿
に
仕
上
げ
る
技
法
は
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
私

も
勉
強
し
て
み
た
い
と
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

	
	

（
松
山
市
・
松
本　

里
香
さ
ん
）

●
普
通
の
フ
ル
ー
ツ
が
、
お
し
ゃ
れ
な
フ
ル
ー
ツ
カ
ッ

テ
ィ
ン
グ
で
、
魔
法
の
よ
う
に
ジ
ュ
エ
ル
フ
ル
ー
ツ
に

な
る
の
で
す
ね
。
生
産
者
の
方
が
丹
精
込
め
て
作
っ
た

フ
ル
ー
ツ
を
、
丸
ご
と
有
効
に
使
え
る
の
も
素
晴
ら
し

い
で
す
。
興
味
が
わ
い
て
き
ま
し
た
。

	
	

（
松
山
市
・
大
西　

初
美
さ
ん
）

●
統
計
Ｂ
Ｏ
Ｘ
「
生
産
コ
ス
ト
削
減
で
足
腰
の
強
い
農
業

に
」。
農
機
具
費
が
４
分
の
１
を
占
め
て
い
る
事
実
を

見
て
、
改
め
て
農
機
具
を
大
切
に
使
わ
な
い
と
い
け
な

い
と
思
い
ま
し
た
。我
が
家
も
コ
ス
ト
削
減
に
向
け
て
、

作
付
規
模
拡
大
と
高
効
率
の
機
械
を
導
入
し
て
い
ま

す
。

　

今
年
も
12	

ha
の
田
植
え
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
4
月
11

日
か
ら
6
月
20
日
ま
で
毎
週
土
日
は
農
作
業
で
す
。
5

月
25
日
頃
か
ら
は
、
は
だ
か
麦
の
収
穫
が
13	

ha
あ
り
ま

す
。
家
族
が
全
員
で
乗
り
切
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

	
	

（
西
条
市
・
青
野　

浩
徳
さ
ん
）

●
こ
れ
、
み
か
ん
！？　

大
臣
賞
を
受
賞
し
た
石
田
さ
ん
の

せ
と
か
を
見
て
驚
き
ま
し
た
。
極
め
れ
ば
こ
こ
ま
で
な

る
の
か
…
写
真
を
眺
め
て
い
る
と
、「
君
も
も
っ
と
努

力
し
ろ
よ
」
と
言
わ
れ
て
い
る
気
が
し
ま
し
た
。

　

今
は
海
外
ま
で
日
本
酒
が
注
目
さ
れ
売
れ
て
い
る
と
い

う
ニ
ュ
ー
ス
を
見
ま
し
た
、
愛
媛
の
地
酒
に
合
う
愛
媛

の
郷
土
料
理
の
コ
ー
ナ
ー
等
が
あ
れ
ば
面
白
い
と
思
い

ま
す
。

	
	

（
今
治
市
・
阿
部　

達
郎
さ
ん
）

●
Ｔ
Ｈ
Ｅ
・
ね
っ
と
わ
ー
く
を
読
ん
で
。
と
っ
て
も
か
わ

い
ら
し
い
愛
媛
い
よ
か
ん
大
使
さ
ん
で
す
ね
。
都
会
の

人
も
、
雪
国
の
人
も
愛
媛
の
あ
っ
た
か
さ
が
伝
わ
る
で

し
ょ
う
ね
。

　

地
産
地
消
、
安
心
安
全
な
愛
媛
の
お
い
し
い
も
の
を

い
っ
ぱ
い
教
え
て
く
だ
さ
い
。

	
	

（
今
治
市
・
寺
町　

節
子
さ
ん
）

●
Ｔ
Ａ
Ｃ
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
読
ん
で
。
Ｔ
Ａ
Ｃ
を
中
心

と
し
て
生
産
か
ら
販
売
ま
で
一
体
と
な
っ
た
産
地
育
成

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
わ
が
地
域
で
も
取
り
入
れ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
地
元
の
有
志
で
畑
ワ
サ
ビ
の
栽
培
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

	
	

（
大
洲
市
・
大
本　

昭
裕
さ
ん
）

●
Ｊ
Ａ
う
ま
に
お
け
る
営
農
振
興
に
つ
い
て
。
廃
棄
し
て

い
た
里
芋
を
活
用
し
た
６
次
産
業
化
の
取
り
組
み
を
読

ん
で
、
規
格
外
の
芋
を
有
効
利
用
に
つ
な
げ
、
里
芋
焼

酎
、
冷
凍
コ
ロ
ッ
ケ
、
ギ
ョ
ー
ザ
、
か
り
ん
と
う
が
で

き
て
い
る
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
大
変
参
考
に

な
り
ま
し
た
。

　

私
の
家
で
も
里
芋
の
「
媛
か
ぐ
や
」
を
輪
切
り
に
し
て

冷
凍
し
て
お
き
、
そ
れ
を
Ａ
コ
ー
プ
米
油
で
素
揚
げ
。

味
塩
を
か
け
、
ア
ツ
ア
ツ
の
う
ち
に
お
酒
の
つ
ま
み
に

す
る
と
最
高
。
抜
群
に
い
け
ま
す
よ
。

　
Ｊ
Ａ
周
桑
直
売
所
の
「
周
ち
ゃ
ん
広
場
」
テ
ー
マ
曲
が

で
き
ま
し
た
。
４
月
29
日
に
曲
名
発
表
セ
レ
モ
ニ
ー
と

踊
り
の
お
披
露
目
が
あ
り
ま
す
。
大
好
評
の
女
性
部
夜

サ
ラ
ダ
冷
や
し
お
米
麺
の
販
売
も
あ
り
、
イ
ベ
ン
ト
が

楽
し
み
で
す
。

	
	

（
西
条
市
・
高
橋　

千
代
美
さ
ん
）

●
農
の
風
景
「
宮
内
伊
予
柑
生
誕
60
周
年
」。
伊
予
柑
が
60

周
年
と
は
驚
き
ま
し
た
。
私
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。
手
に

に
お
い
が
つ
い
た
り
汁
が
つ
く
の
が
嫌
な
時
も
あ
っ
た

の
に
、
今
で
は
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
伊
予
柑
が
と
っ
て
も
お

い
し
い
。
な
く
て
は
な
ら
な
い
果
実
に
な
っ
て
い
ま
す
。

	
	

（
西
条
市
・
武
田　

五
月
さ
ん
）

●「
宮
内
伊
予
柑
生
誕
60
周
年
」私
の
所
も
伊
予
柑
を
少
々

作
っ
て
い
ま
す
。
私
の
地
区
で
も
20
年
位
前
は
生
産
量

が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
は
い
ろ
ん
な
品
種
が
出
て

き
た
の
で
、
新
し
い
品
種
に
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
で

も
「
い
よ
か
ん
」
は
、
愛
媛
県
が
全
国
の
90
％
の
生
産

量
と
い
う
こ
と
で
、
大
切
に
作
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

果
樹
の
新
し
い
品
種
な
ど
も
教
え
て
く
だ
さ
い
。

	
	

（
八
幡
浜
市
・
米
花　

佐
智
子
さ
ん
）

●
「
宮
内
伊
予
柑
」
は
大
好
き
で
す
。
１
個
食
べ
る
と
本

当
に
「
食
べ
た
」
っ
て
感
じ
が
し
ま
す
。
我
が
家
で
も

少
し
つ
く
っ
て
い
ま
す
が
、
作
り
や
す
い
で
す
。
今
後

も
、こ
の
味
の
フ
ァ
ン
の
人
が
多
く
い
る
と
思
い
ま
す
。

	
	

（
今
治
市
・
乾　

律
子
さ
ん
）

★特集では、ＪＡ全農えひめ
の事業の柱として、元気な
産地づくりに向けて実践中
の「トータルアグリード事業」
の取り組みを紹介しました。
今後、TAC活動や事業別の取
り組み状況なども随時紹介し
ていきたいと思っています。
　４月14日の「オレンジデー」
は、当日、全国放送の番組
内でも「ネットの急上昇ワー
ド」の一つとして取り上げら
れました。イベントの開催や
情報発信を通じて、「愛媛発
祥の記念日」として注目度も
高まっています。バレンタイ
ン、ホワイトデーに続く第３
の記念日として定着させ、柑
橘の消費拡大につなげていき
ましょう。	 （正直）
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〈材料・４人分〉　　※1人あたり約78kcal
馬鈴薯	 ２個（約200ｇ）
タコ（茹でたもの）	 足１本（約80ｇ）
キュウリ	 １本
ミョウガ	 １本
　塩	 小さじ1/3 ～
　黒コショウ	 少々
　オリーブオイル	 小さじ１
　レモン汁	 少々
かつお節	 適量

〈作り方〉
①　馬鈴薯は食べやすい大きさに切り、電子レン
ジにかけて火を通す。

②　鍋に油を熱し、①を素揚げにする。
③　人参、椎茸はみじん切りにする。
④　ニラは１㎝幅に切っておく。
⑤　鍋に油を熱して、豚ひき肉と③を炒め、ダシ
を加えて火を通し、Ⓐを加える。

⑥　②の馬鈴薯を加えて弱火で煮込み、水溶き片
栗粉でとろみをつける。

⑦　最後に④を入れて、混ぜ合わす。

馬鈴薯スタミナそぼろあんかけ 馬鈴薯シャキッとサラダ馬鈴薯・レンコン・手羽先ピリ辛みそ炒め

〈作り方〉
①　馬鈴薯、レンコンは食べやすい大きさに切り、
電子レンジにかけ、火を通す。

②　インゲン豆は３㎝に切り、塩茹でして、冷水
にとる。

③　フライパンに油を熱し、手羽先を入れてパ
リッと両面を焼く。

④　①を入れて、さらに炒め、合わせたⒶを加え
て、絡めて炒り煮にする。

⑤　仕上げに水気を切った②を加え、合わせる。

〈作り方〉
①　馬鈴薯は千切りにして、水にさらす。
②　鍋に湯を沸かし、①を１分程茹で、ザルにとり、
粗熱をとる。

③　タコは細切りにする。
④　キュウリ、ミョウガは千切りにして、水でさ
らす。

⑤　ボウルに水気を切った②③④を合わせ、Ⓐで
味を調える。

⑥　器に盛りつけ、かつお節をのせる。

〈材料・４人分〉　　※1人あたり約258kcal
馬鈴薯	 300ｇ
豚ひき肉	 100ｇ
人参	 1/4本（約80ｇ）
椎茸	 ４枚
ニラ	 1/2束
　おろし生姜	 小さじ１
　ミリン	 60㏄
　薄口醤油	 60㏄
サラダ油	 大さじ１
ダシ	 400㏄
水溶き片栗粉	 大さじ１～
揚げ油	 適量

〈材料・４人分〉　　※1人あたり約395kcal
馬鈴薯	 300ｇ
レンコン	 100ｇ
手羽先	 ８本
インゲン豆	 50ｇ
サラダ油	 大さじ１
塩	 少々
　Ⓐ〈ピリ辛みそ〉
　合わせみそ	 50ｇ
　ミリン	 50㏄
　酒	 50㏄
　濃口醤油	 小さじ１
　一味唐辛子	 適量

指導／学校法人愛媛学園　（愛媛調理製菓専門学校）大佐古 正子先生
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Ⓐ
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おふくろの味の記憶がよみがえる
土の匂いと、ほくほく食感

今月の素材

馬鈴薯

NOW NOWCOOKING
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この冊子は再生紙を使用しています。

環境に配慮した植物油インキ
を使用しています。
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